第3章 選挙 : 新たな権威主義体制の成立と「1月25日革命」支持者の撤退 by 金谷 美紗




経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp
シリーズタイトル 政策提言研究









第 3 章 選挙：新たな権威主義体制の成立と「1 月 25 日革命」支持者の撤退 
第 3 章 
選挙：新たな権威主義体制の成立と「1 月 25 日革命」支持者の撤退 
金谷美紗
はじめに
















第 1 節 ムスリム同胞団なき第 2 移行期 
1.1  スィースィー称賛と反対派の弾圧 
2011 年 2 月のムバーラク体制の崩壊とともに始まった体制移行過程（第 1 移行期）は、
初の民主的選挙でムスリム同胞団政権を生んだが、2013 年 7 月、軍のクーデターによって











「1 月 25 日革命」以前のような安定を与えることにあった。このため、政府はムスリム同
胞団支持者の抗議行動を武力で排除し、最高幹部レベルから県・地区レベルの幹部まで一斉
に逮捕、起訴した。ムスリム同胞団は非合法組織とされ、2013 年 12 月に政府は同胞団をテ
ロ組織に指定した。こうした物理的弾圧、非合法化、テロ組織指定という法的対処の根拠に







守った歴史を誇り、国民からの信頼と尊敬を集める国家組織である。「1 月 25 日革命」にお
いても、軍は、ムバーラク大統領に引導を迫り国民を守った偉大な組織であるとの称賛を受
けた。しかし 2013 年 7 月のクーデター後に見られる軍への称賛は、スィースィー個人への
称賛と、軍への批判やムスリム同胞団対策への批判を一切許さない風潮が混じり、権威主義
的な色合いを帯びていた。
したがって、クーデターから 1 年後の 2014 年 5 月に行われた大統領選挙は、この単色な
政治的風潮を強く反映した結果となった。大統領選挙に正式に立候補したのは、スィースィ
ーのほかに左派のハムディーン・サッバーヒーただ 1 人、結果はスィースィーが 96.9%の
得票率で圧勝した。2012 年の大統領選挙では 13 人が立候補し、決選投票でムルスィーと
アフマド・シャフィークが接戦を繰り広げたのとは対照的な光景であった。
1.2 2015 年議会選挙の選挙制度 
2015 年議会選挙の選挙制度は、このような単一的で、政治的多元性を否定する環境にお
いて策定され、第 2 移行期の政治主体の勢力関係を反映した制度となった。 
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選挙延期 (1)を経て策定された選挙制度は、個人代表制（448 議席）と名簿制（120 議席）
の並立制である。個人代表制とはエジプト独自の呼び名で、有権者が選挙区から個人を選出
する制度を意味する。2011 年議会選挙までは選挙区あたり実質的に 1 人を選ぶ小選挙区制









































名簿区 西デルタ区 上エジプト区 東デルタ区
カイロ及び
南・中部デルタ区














このとき、比例代表定数は全議席の 3 分の 2、個人代表定数は全議席の 3 分の 1 となった。


















利が確約された選挙制度を携え、第 2 移行期最後の行程に進んだ。 
第 2 節 誰が当選したのか 

















その他、議席を獲得した政党はすべて 2011 年以降に結成された新政党である。 
しかし今回選挙に参加した政党のなかで、動員力の大きさが議席数に繋がらなかった政
党がある。それはヌール党である。ヌール党は 2011 年の議会選挙において、自由公正党に
次ぐ第 2 党として下院に 123 議席（議席率 24.7%）、上院に 45 議席（25%）を獲得した。






分な選挙運動資金が不足していたことが挙げられる（Mada Masr, 2015 年 9 月 25 日付）。 











自由エジプト人党 36 21 57 自由エジプト人党 65 11.4%
祖国未来党 4 6 10 祖国未来党 23 20 43 祖国未来党 53 9.3%
自由エジプト人党 5 3 8 新ワフド党 12 15 27 新ワフド党 35 6.2%
新ワフド党 4 4 8 共和国人民党 11 2 13 祖国防衛党 18 3.2%
祖国防衛党 3 5 8 ヌール党 8 3 11 共和国人民党 13 2.3%
保守党 6 6 祖国防衛党 5 5 10 会議党 11 1.9%
会議党 2 1 3 会議党 5 3 8 ヌール党 11 1.9%
改革開発党 2 2 民主平和党 2 3 5 保守党 7 1.2%
現代エジプト党 1 1 エジプト社会民主党 3 1 4 民主平和党 5 0.9%
無所属 41 33 74 エジプト国民運動党 1 3 4 エジプト社会民主党 4 0.7%
合計 60 60 120 現代エジプト党 1 2 3 現代エジプト党 4 0.7%
自由党 1 2 3 エジプト国民運動党 4 0.7%
エジプト我が国 1 2 3 改革開発党 3 0.5%
ナセル主義民主党 1 1 自由党 3 0.5%
タガンムウ党 1 1 エジプト我が国 3 0.5%
改革開発党 1 1 ナセル主義民主党 1 0.2%
保守党 1 1 タガンムウ党 1 0.2%
自由エジプト宮殿党 1 1 自由エジプト宮殿党 1 0.2%
革命防衛党 1 1 革命防衛党 1 0.2%
無所属 114 137 251 無所属 325 57.2%















つれて、若者政治グループの「4 月 6 日運動」や人権 NGO はスィースィー政権を批判した
が、政府は「国を不安定化させる行為をおこなった」との理由で彼らの活動を制限したり、



















(4) 中央統計局によると、2013 年のエジプトにおける非識字率は 25.95%である（Ahram Online,
2014 年 9 月 7 日付）。
45 | 























ルターム（石油会社経営；元 NDP 議員）などがいる（Ahram Online, 2015 年 12 月 5 日
付）。
(2) 元 NDP 幹部






いて、内務省が陰で動員を手助けしたといわれている。“Special Report - The real force behind
Egypt's 'revolution of the state',” Reuters, October 10, 2013.
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 しかし、この結果は有権者が皆スィースィー体制を支持したことを意味するのであろう
か。こうした問いを提示する理由は、選挙全体の投票率が 28.27%と低かったためである。
スィースィー大統領は国民に選挙への参加を呼びかけたが、第 1 回投票の 1 日目の午前中
までの投票率が 1.2%と極端に低いことが判明すると（al-Waṭan, 2015 年 10 月 18 日付）、
政府は投票 2 日目に公務員に半休を与え（Ahram Online, 2015 年 10 月 18 日付）(6)、また
アレクサンドリア知事は投票 2 日目に公共交通機関を無料で利用できるようにするなど









3.1  議会への低い期待 
 
 第 2 移行期の総仕上げとなる議会選挙だけあって、政府は国民に投票に参加するよう呼
びかけたが、これとは裏腹に有権者の選挙への関心は薄かった。低い投票率の理由について
投票前後によく報道されたことは、選挙に参加しても国民の利益は代表されない（Ahram 
Online 2015 年 10 月 18 日付）、有権者が自分の選挙区の立候補者の素性や政策を知らない
（Daily News Egypt, 2015 年 11 月 23 日付）、という声である。前者の声は、これまでの





これとは対照的に、第 1 移行期に行われた 2011 年議会選挙と 2012 年大統領選挙では、
国民が自らの手で新しい政治をつくる期待からこれまでエジプトでは見られなかった高い
投票率となった (8)。しかし初めて民主的な選挙で成立した議会（下院）はわずか 4 カ月後
に解散され、その後の政治はイスラーム主義者と反イスラーム主義者の対立の場となり、経
                                                   
(6) 第 2 回投票においても、政府は投票率を上げるために投票 2 日目（11 月 23 日）に公務員に
半休を与えた（Mada Masr , 2015 年 11 月 22 日付）。 
(7) こうした投票率引き上げの試みに加え、各投票所では、有権者に特定の候補者への投票を促
すための票の買収行為が見られた（Aman [2015b]; El-Kholy [2015]）。 











（AFP, 2015 年 10 月 18 日付；Daily News Egypt, 2015 年 11 月 23 日付）。これは、前述
の議会への薄い期待に加え、有権者は今回の選挙に現政権への反対派が参加しておらず政
策論争の場とならないことを理解しているために、選挙に参加する意義を見出しにくく
（The Guardian, 2015 年 10 月 19 日付）、立候補者情報を積極的に収集するインセンティ
ブに欠けたと思われる。
3.2 県別投票率の分析 
南シナイ 39.0 メヌフィーヤ 62.6 ポート・サイード 59.1 スエズ 74.1 北シナイ 62.5
ワーディ・ゲディード 37.7 ポート・サイード 61.4 メヌフィーヤ 56.8 イスマーイーリーヤ <70% ダカフリーヤ 41.9
マルサ・マトルーフ 35.5 ガルビーヤ 59.4 スエズ 55.5 ポート・サイード 10月6日** 40.3
ルクソール 33.4 ダカフリーヤ 55.6 カイロ 55.2 シャルキーヤ シャルキーヤ 40.1
ベニ・スエーフ 33.3 カリユービーヤ 55.2 カリユービーヤ 54.9 ギザ ダミエッタ 38.9
カフル・シェイフ 32.7 ダミエッタ 53.9 ダミエッタ 54.7 アレクサンドリア ワーディ・ゲディード 35.6
メヌフィーヤ 31.7 シャルキーヤ 53.8 アレクサンドリア 54.6 ガルビーヤ ガルビーヤ 35.2
ダカフリーヤ 31.6 カイロ 51.5 イスマーイーリーヤ 53.1 ダミエッタ ファイユーム 35.0
ベヘイラ 31.3 イスマーイーリーヤ 50.5 ガルビーヤ 52.8 ベニー・スエーフ 南シナイ 34.5
シャルキーヤ 30.4 アレクサンドリア 50.2 ベニ・スエーフ 50.7 ワーディ・ゲディード メヌフィーヤ 34.1
北シナイ 29.3 カフル・シェイフ 47.3 シャルキーヤ 53.0 ベヘイラ <60% カリユービーヤ 32.2
ガルビーヤ 28.7 スエズ 46.5 ギザ 53.0 メヌフィーヤ カフル・シェイフ 30.6
アスワン 28.7 ベヘイラ 45.8 ダカフリーヤ 50.0 カリユービーヤ 紅海 29.8
ソハーグ 28.5 南シナイ 45.5 ベヘイラ 46.3 カフル・シェイフ ケナ 28.2
紅海 28.4 ワーディ・ゲディード 43.7 ファイユーム 45.9 ミニヤ ベヘイラ 28.0
ケナ 28.3 ギザ 42.4 北シナイ 44.9 北シナイ ベニ・スエーフ 27.9
ファイユーム 26.1 紅海 41.6 ミニヤ 44.8 紅海 ルクソール 27.8
イスマーイーリーヤ 26.1 バニ・スウェーフ 40.0 カフル・シェイフ 42.8 アシュート ヘルワーン** 27.6
ダミエッタ 25.7 ルクソール 39.7 紅海 42.8 マルサ・マトルーフ <50% ポート・サイード 24.8
カリユービーヤ 25.6 アスワン 36.0 ワーディ・ゲディード 42.2 ルクソール アレクサンドリア 24.5
ミニヤ 25.2 ミニヤ 35.4 南シナイ 40.5 ファイユーム マルサ・マトルーフ 24.2
アシュート 25.1 ソハーグ 34.8 アシュート 39.2 南シナイ ソハーグ 24.1
アレクサンドリア 23.8 北シナイ 34.7 マルサ・マトルーフ 36.4 ケナ イスマーイーリーヤ 23.4
ギザ 21.3 ケナ 33.8 ルクソール 35.7 カイロ アシュート 22.2
ポート・サイード 20.7 アシュート 33.1 ソハーグ 34.9 ダカフリーヤ スエズ 21.9
カイロ 16.7 ファイユーム 30.5 アスワン 34.5 ソハーグ <30% ミニヤ 21.4






2015年議会選挙 2014年大統領選挙 2012年大統領選挙 2011年議会選挙* 2010年議会選挙
（出所）2015年選挙は、Yawm al-Sābi'（2015年12月4日）より作成。；2012、2014年選挙は、最高選挙委員会ホームページ（https://www.elections.eg/）より作
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 では、選挙に参加しなかった有権者はどのような人々なのだろうか。県別の投票率の分析
から類推していく。











大統領に選出される選挙であったため、「6 月 30 日革命」を支持する都市部で高い投票率が
見られた。スィースィー政権を支持する選挙という意味では 2 つの選挙は同じであるにも
かかわらず、なぜ 2015 年には都市部で投票率が下がったのだろうか。 
その前に、革命後の傾向を把握するため、2011 年以降の選挙すべてを比較してみたい。
2011 年から 2015 年の選挙まで共通して見られる特徴は、デルタ地方の投票率が上エジプ
トよりも相対的に高いことである。一方で、都市部の投票率の順位は 2011 年から 2014 年
選挙まで全国上位にあるが、2015 年選挙で最下位となっている。投票率の値そのものも、
40～60%台から 16～23%に落ち込んだ。つまり、2015 年選挙において「1 月 25 日革命」
後初めて、都市部の投票率が数字においても順位においても最低となったことがわかる。
第 1・2 移行期全体を通じて都市部で選挙への強い参加が見られたのは、都市部が「1 月
25 日革命」に積極的に参加した層だからである（加藤・岩崎［2014］）。ムバーラク時代の
NDP 支配体制は、治安機関と協力関係にあった地方の有力家系が NDP の集票機能を果た
すことで成立していたが、他方で都市部の投票率は常に全国最下位であり、都市部の NDP




加層だった都市部が「1 月 25 日革命」後に「新しい政治参加者」として登場したが、2015








グループに落ちた。すなわち、都市部、スエズ、ポート・サイードという「1 月 25 日革命」
の主役を担った地域の有権者は、2014 年大統領選挙まで政治参加層であったが、2015 年議
会選挙から政治不参加層に変化した。これは、スィースィー政権の支持層から「1 月 25 日
革命」の主役層が離脱したことを意味する。
以上、本節では、報道に見られた有権者の選挙への無関心を投票率データから読み取った。














ムルスィー政権の追放によって始まった 2 度目の移行期は、2015 年の議会選挙によって
完了した。政府による反対派の排除や言論統制、新議会が政府の非民主的な統治方法に原則
反対しない議員ばかりであることを踏まえると、2 度目の移行過程は再び権威主義体制の成
立に行き着いたといえる。「1 月 25 日革命」から始まった移行過程が新しい権威主義体制に
行き着いたことと、本章で明らかになった都市部有権者の政治参加からの撤退との間に、ど
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